	第二回中・日・韓・朝言語文化比較研究

国際シンポジウムのお知らせ（案）
中国・延辺大学


各位：
　2009年度に続き、中国・延辺大学において2011年８月22日から24日まで第二回中・日・韓・朝言語文化比較研究国際シンポジウムを開催することになりました。ご存知の通り、延辺は北朝鮮、ロシアと国境を接する国境都市で地理的・文化的・経済的に中・日・韓・朝・ロを結ぶ非常に重要な交流の拠点であります。また、日本語教育ばかりでなく、朝鮮民主主義人民共和国と民間の人的・物的交流の最も盛んな地でもあります。このたびの二度目の国際シンポジウムもほかならぬ、この地域における日本研究を中心とする人文社会系学術研究の更なる活性化とそれによる経済的効果の増大を期するのが主な狙いであります。従って、2009年度に開催された第一回シンポジウムに劣らず、国内外の多くの方々に本シンポジウムに参加していただき、主題をめぐる活発な討論が行なわれますことを心より期待しております。
１．参加資格

　日本研究を中心とする人文社会系の研究、特に比較研究に興味のある方なら誰でも参加できます。

２．大会日程

　８月22日（月）　受付
　８月23日（火）～24日（水）　開会式・論文発表・閉会式
８月25日（木）～国内・国外旅行（長白山、防川、ロシア、北朝鮮予定。旅行費用は自己負担）

３．シンポジウムの主題―周辺国から見た日本(政治、経済、法律、教育、言語、文学、文化、芸術、社会など)
(1)日本研究を中心とする中日韓朝人文系の比較研究
(2)日本研究を中心とする人文系の一般研究
(3)日本の周辺国における日本研究の現状と展望
(4)中国朝鮮族居住地域における日本語教育
４．お申し込み
参加希望者は別添の申込書に必要事項をご記入後、日本語の要旨（800－1000
字、必ず規定を守ること）とともに、2011年5月31日まで下記のにシンポジウム準備委員会に送ってください。要請状とシンポジウムの日程表は準備委員会で論文審査後に順次発送します。なお、論文要旨はワード形式で作成し、申込書とともに電子メール（必ず添付ファイルで）または郵便で送ってください。

５．会費
600元（但し、大学院生は300元）

会費には資料代（予稿集）、記念品代、市内移動費、受付当日（22日）夕食代から24日の夕食代、論文集出版費用などが含まれています。
６．論文集

シンポジウムで発表された論文の中から優秀論文として50篇前後厳選し、
『日本研究Ⅰ』に掲載しますが、論文数が多い場合は、別に『延辺大学学報』または『東疆学刊』の特集号として発刊します。
７．論文発表使用言語

本シンポジウムは多国籍の参加者が予定されているので、発表は原則的に日本語に限らせていただきます。
８．主催・共催者

　主催：延辺大学外国語学院、延辺大学日本学研究所、日本研究会
　共催：日本・明治大学、韓国・高麗大学、ソウル大学日本研究所、ロシア・極東大学、日本亜細亜大学アジア研究所、朝鮮民主主義人民共和国・社会科学院、同金日成総合大学など
９．連絡先

郵便番号　〒133002　中国吉林省延吉市公園路977号　延辺大学314信箱
担当者：孫雪梅  徐瑛（電話：0086-433-2732095,2732413）
        E-mail:ybribenxue@yahoo.co.jp（日本語）
           ybribenxue@yahoo.com.cn（中国語）
「第一回中日韓朝言語文化比較研究シンポジウム」準備委員会
2011年2月吉日
文責　李東哲
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注：大学や研究機関にお勤めの方は「職位」欄に「教授」、「講師」、「研究員」などと記入し、大学院生は「院生」、その他は「一般」と記入してください。
